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令和４年度学校評議員活用状況報告書 

 

第 ２ 回学校評議員会  【令和５年 ２月 10日（ 金 ）実施】 

 

１ 実施概要（協議研究事項を含む） 

１ 学校長挨拶 

２ 学校職員自己紹介 

３ 学校評議員自己紹介 

４ 今年度の教育活動報告（学校からの報告） 

学校評価、学校運営、進路指導、生活指導、生徒会、各学年 

５ 学校評議員による評価、懇談、意見交換 

６ まとめのあいさつ 

 
２ 今回の実施に当たって工夫したこと 

・長野市内の感染症の状況に改善がみられる兆しのある時期に計画した。 

・オンライン会議や書面会議には弊害もあるため、学校評議員会のような貴重な
機会では避けたいと考え、対面で実施した。 

・学校評議員の勤務時間や夕食の時刻帯をできるだけ避ける時間帯で設定した。 

・学校評議員は授業参観を可能とし、校内における生徒の様子を見て頂く機会を
設け、実際に授業参観する学校評議員が存在した。 

 
３ 今回話題になった事項で特徴的なものとその概要 

・コロナ禍の学校の開放や公開、広報活動について 

 とりわけ保護者が学校を見学、参観する機会について 

・コロナ禍の生徒の活動について 

 とりわけコロナの症状ではなく、県教委、学校からの規制によって生徒の心身
へ与えた影響について 

・昨今の生徒の変化について 

・変化する生徒への対応について 

 とりわけ生徒の自主性をいかすことについて 
 
４ 成果と課題（学校評議員会以外の活用状況を含む） 

・学校評議員会の資料は事前に送付し、会議に臨んだ方が議論がしやすいという
要望があった。前向きに検討したい。 

・それぞれの立場から幅広い意見を頂戴し、内部からでは見えない本校の側面を
知ることができた。 

・コロナ禍によって諸行事や行動を制限されてきた生徒たちに、日常の学校生活
に新しい傾向があることが指摘され、それに対する学校独自の対応が求められ
るという指摘があった。 

・課題や要望とともに本校の教職員の取り組みへの感謝やプラスの評価を多くい
ただき、参加した担当者に安心や意欲をもたらせていただいた。 

 
 


